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[第２分野] ２．地球と宇宙

（１）天体の位置と地球

基本の解説と問題
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太陽と地球の自転・方位の決め方
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①自転：地球の地軸を中心とした回転
運動。１時間に15°，１日に１回転する。

②地軸：北極点（北極）と南極点（南極）
とを結ぶ軸

③地球の北極と南極を結ぶ経線（子午
線：しごせん）が、南北である。

④経線に垂直に交わる緯線（いせん）
が東西である。

⑤太陽がのぼる方向が東になる。

考え方：３６０°÷２４＝１５°



天球と地球
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①光年：光が１年間で進む距離
※１光年は、約９兆５０００億Ｋｍ
※太陽の光が地球に届くまで8分19秒
※太陽と地球の距離：1億4960万km

＝0.00001581光年

②天球：星がかがやいているように
見える見かけの球

※星までの距離は非常に遠いので、
距離の違いが感じられないため、天
球上に星がはりついているように考
える。



天体の方位と高度
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①天体の高度：観測者と天体とを結ぶ線分が
地平線となす角度

②天頂：観測者の真上。高度90°の点。

③天体の方位：天体と天頂を結ぶ曲線が地平
線と交わる点を観測者から見たときの方向



基本問題

①北極と南極を結ぶ地球の回転軸を何というか。

②１日に１回転する地球の回転運動を何というか。

③地球は、１時間に約何度回転するか。

④光が１年間に進む距離を表す単位は何か。

⑤星がかがやいているように見える見かけの球を
何というか。

⑥右図は、地球への太陽の光の当たり方を示して
いる。Ａ地点は、１日のうちいつごろか。

ア 日の入り イ 正午 ウ 日の出 エ 真夜中
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基本問題 解答
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地軸

自転

約１５°

光年

天球

①北極と南極を結ぶ地球の回転軸を何というか。

②１日に１回転する地球の回転運動を何というか。

③地球は、１時間に約何度回転するか。

④光が１年間に進む距離を表す単位は何か。

⑤星がかがやいているように見える見かけの球を
何というか。

⑥右図は、地球への太陽の光の当たり方を示して
いる。Ａ地点は、１日のうちいつごろか。

ア 日の入り イ 正午 ウ 日の出 エ 真夜中

ウ 日の出



応用問題
下図は、北極から地球を見たときの図で、地球への太陽の光の当た
り方を示している。次の問いに答えなさい。

（１）地球の回転する向きは、図のａ，ｂのうちどちらか。

（２）図のようなとき、Ｘ地点は、１日のうちいつごろか答えなさい。

（３）図中のア、イに示す線の名称を答えなさい。ア（ ） イ（ ）

（４）Ｘ地点において、北・東を表しているのは、図中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの
どれか。 北（ ） 東（ ）

(C)2013 Prisola International Inc. 7



(C)2013 Prisola International Inc. 8

それでは、応用問題に

チャレンジしてください。



確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、

http://e-clus.com/ で購入できます。

学習動画イークルース 検索
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